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｢承認 だけで成り立つ会 社｣ と

経

す』。活力朝礼で会社は変わりま

す」と話す。

G ＬＯＢＡＬ」の 目 にも止 まり
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世 界500 人 の 社 長 に ３ 年

連 続 選 ば れ て お り 、 ト ッ プ

企 業 が 並 ぶ 中 で30 億 円

規 模 の 会 社 で 選 ば れ て い

る の は 異 例 で あ り 、 九 州 で

は ジ ャ パ ネ ッ ト に 続 き 二 人

目 の 快 挙 で あ る 。

そ の 上 う な 取 り 組 み が 世

界 的 に も 有 名 な 新 聞 社

町 ｈｅ Ｎｅｗ Ｙ ｏrｋ Ｔｉｍ ｅs 」 に

取 り 上 げ ら れ 取 材 も さ れ 、

そ の Ｗ Ｅ Ｂ 版 で 展 開 し て い

る 「Ｔ ｈｅ Ｎ ｅｘt Ｅｒａ Ｌｅａｄｅｒ ’s

2020 」 に ノ ミ ネ ー ト さ れ 選

択 さ れ た 。

清 松 氏 は 、 清 松 総 合 鍼

工 ㈱ は 社 員 を 大 切 に し 、

地 域 社 会 に 貢 献 す る 国 土

交 通 省 Ｈ グ レ ー ド 認 定 工

場
。

「 試 行 錯 誤 の 上 現 在

の 朝 礼 の 形 が で き た 。 そ

れ か ら は 業 績 が 急 上 昇 。
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『我社の売上高は180 ％アップで
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＜清松社長講話＞

＜月初朝礼の様子＞
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月初朝礼５周年記念大会を盛大に開催
清 松総 合鍼 工 ㈱（ 清 松芳 夫代 表 取締 役 社長 、本 社: 宇佐 市 大字 尾永 ＃470-1 ）

の 『月初 朝礼 ５周 年記 念大 会』 が10 月30 日、同 社社 屋で盛 大に開 催され、第

１部 は 「社 員 による朝 礼 」「社 長 講 話 の スペシャル バ ージョン 」「香 葉 村 真 由美

先生 による総 括セミナ ー」など。 第 ２部 は 「クラシカルな歌 姫 の 足立 睦子ライブ 」

「ＩＷＡＴＡ ＢＡＮＤＯ のライブ」「パノラボとラボラトリー ｏｎ Ｓtａｇｅ」などが 催された。

社 長講話の講師マある清松
氏は 、ＣＭ でもお 馴染 み の 「清

松 総 合 鍼 工 ㈱」 の 代 表 取 締 役

社長 を続ける傍ら、そ の独 自の

キャラクターを生かして 「大 分県

で一 番 有名な社長 」を自ら名 乗

り、『よっしいキョマツ』 として、

ＦＭ 大 分で冠 番組 「よっし キヽョ

マツのあな たの未 来 」 をけじめ

としたいくつ か のレ ギュラーを持

つラジオパ ーソナリティーとして

の顔を持 つ。

発 信 者 として の意 欲 には 目を

みはるものかおり、メディアでも

取 り上 げ られことも多 く、 特 に

セ
ミ
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毎 月 の月 初 に 行ってい る公 開

の 朝 礼 は有 名 で、ＮＨＫ をけじ

めとした多くのテレビ や 一 般 新

聞・ 業 界 新 聞・ 雑 誌 から取 材

を受 けており、毎 回その朝礼 見

学 のため多くの人々 が朝 早く集

まって 来る。 また、 講 演 家とし

ての一 面も持っており大分 県 内

の倫 理 法 人 会や 高校 、小 学 校

で数 々 の講 演を行 い 、どん 底

だった会 社 を県 内トップ 企 業 に

押し上げた経営 理念と豊 かな経

験 に裏 付けされた人 生 哲 学で。

とても分 かり易くてモチベ ーショ

ンが上 がると評判 になっている。
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